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図7　i発話ファイルの検索例（Fイツ語母語話者の発語で「は」を含むもの）
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　このように，ある特定の現象（たとえば，ドイツ語母語話者の「は」の使用例）を調べたいとき，
コーーパスにはそれについてどのような用例があるかが瞬時に把握できる。
　また，この発話ファイルには，タグとして言語行動が入力できるようになっているが，言語行
動によるタグ付けをしていくことによって，ある特定のタイプの言語行動の発話だけを引き出し
て分析の対象としていくことが可能である。Kameyama（1997）では実際にそのような方法をとり，
《旧聞の打ち合わせ》の言語行動を分析した。まず言語行動のタグ付けを行い，それにもとづいて
《提案要求》や《提案》などの言語行動の命題内容を実現する醤語要素の集合を求めた11。
　図8は，ドイツ語の“gut”（「（都合が）良い」）という《評価の表現》，　ttkδnnen”（「できる」）とい
う《可能性の表現》を使った言語行動《提案》の発話をリスト化したものだが，このように様々
な角度からある言語行動を実現した発話で使われている表現を整理・分類することによって，規
則性やバリエーションを見い出すことが容易となる12。
転詑テクスト　ターン
　　　　　　番号
gO72a．trl
gO72a．trl
G142A．TRL
G14SA．TRL
MiOsD．TRL
MO93D．TRL
Noo2K．TRL
NOI7K．TRL
1
15
??
圭9
21
38
7
ターン発話テクスト発誕
　　番号　　　　　　番田
6
4
??
2
1
1
3
6
59
??
99
53
70
15
発話
und　zwar　wifrde　mir　sehr　gut　passen　Anfafig　Mai　gleich　〈P＞
am　vierten　，　das　ist　ein　Mittwoch　．
mir　wUrd’s　sehr　8ut　passen＜Z＞am　Dienstag　zurn　Beispiel，
dem　v圭erzeh羅ten　J雛轟1．
＜ah＞der　vl銀e　Mai　w＜Z＞tirde　mir＜Z＞＜P＞gut　passen．
und　zwar　〈A＞　wUrd’　es　mir　sehr　gut　an　einern　Wochenende
passen　，
＜tihm＞＜P＞oder＋／m＝！＋　meinetwegen　kbnnen　wir〈！k6nn
ma＞　auch　Donnerstag　vormittag　machen　．
dann　kbnnen　wir　uns　gleich　morgen　｛reffen　，　wenB　lhnen　das
recht　ist　？
wenn　lhnen　〈！lhnn＞　der　Nachmittag　etwas　ungeschickt　ist
dann　kb’nnen　wir　’s　ruhig　auch　fniher　machen　．
ich　wUrde　lhnen　deR　ftinfzehnten　dann　vielleicht　anbie£en
ktinnen＜A＞，
図8　活用言倒1”gut”，罵曜k6men”という表現を含む雷語行動《提案》の発話
　談話データベースを分析に活用する場合に注意しなければならないのは，ある現象に的を絞っ
て追及しているうちに，検索した発話や語が文脈からみて談話中のどのようなところに位置して
いるかを見失いがちになる点である。たとえば，上の提案の発話を見ていく場合，《提案》が常に
一つの発話によって実現されているものではなく，複数の発話の連なりによって実現されている
可能性もあるということを忘れてはならない。従って，一度談話データベースで検索した現象で
も，再度転記テクストへ立ち戻って見直すことが必要である。
3．4．ハンブルク談話データベース
　談話データベースのもう一つの魅力的なところは，インターネット技術などを使って，多数の
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研究者がアクセスできるようなサーバ・クライアント・システムが比較的容易に構築できるとこ
ろである。ハンブルク大学ではVerbmobilで収集したデータをもとに13，標準のウェブ・ブラウ
ザーを使ってインターネット・アクセスすることができる談話データベースが実現された。ハン
ブルク談話データベース略称HaDageSというもので，現在のところドイツ語や英語の「時間の打
ち合わせ」の談話が自然談話50，u一ルプレイ談話650，計700の談話（語数にして約35万語）が
含まれている。実験的に音声データの一部も圧縮された形でアクセスできるようになっており，
音声ファイルを聞くことが可能である。今後は，スコア形式の転記テクストも直接アクセスでき
るようにしたり，日本語，ポルトガル語，トルコ語などのデータも処理できるようにする。外部
からのデータのアクセスに関しては，一般公開可能なデータをオープン・アクセスにするほか，
データ交換の条件で一部の談話データについてはパスワード・アクセスによる使用を可能にする
予定である。
4．おわりに
　本稿では，コーパス作成システムの一例として，ハンブルク大学で開発された転記エディター
を用いた談話データベースの構築方法について報告し，活用の可能性について紹介した。紹介し
たコーパス作成システムは，未だ完成されたものではない。これから解決していかなければなら
ない問題が幾つか残されている。なかでも特に，今後，多時語の談話コーパスを作っていく上で，
一つ一つの言語の特質を考慮した処置が必要となるものと思われる。
　談話データは従来，研究者が自分の研究目的に応じて独自の転記システムで転記テクストを作
成し，分析の終了後は，とりあえずそれを何らかのかたちでただ保存しておく，ということが多
かった。しかし，同じデータをほかの目的の研究に利用したり，多数の研究者でデータを共有し
たり，または大量データによる分析を行ったりする場合，後から対処の方法を考えるのでは結構
面倒なことになる。どうしたら多数の研究に応用できるようなコーパスが実現できるか，データ
をどうやって計算機処理できるような形態にしていったらよいのか，どのような形で多数の研究
者が同時にアクセスできるようなコーパスを作ったらよいのか，どのようにしたら大量の談話デー
タを用いた精密な分析ができるのか，といった問題について事前に考え，一貫性のあるコーパス
やそれを構築する簡潔なルーチンを作っていくようにすれば，そういった諸問題によりょく対処
していくことができるのではないだろうか。ここで紹介した談話研究のツールがそのような対策
を講じる上で何かの役に立つことがあれば幸いである。
　（本稿を執筆するにあたって，国立国語研究所の佐々木倫子氏，小磯踏絵氏，熊谷智子氏をはじめ，多
くの方々にお平話になった。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　ここでいう「データベース」とは，上村（1997）の定義による狭義のデータベースのことであって，
「大容量の記憶装置に電子化され貯蓄されコンピュータで検索可能な形に整理・統合されたデータ
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　の集合」のことを指す。それに対して「コ・一一パス」という場合は，松本・小磯（1996）がいうように
　一般的に「何らかの視点や対象を明確にして集められた言語データのこと」を指す。つまり噛
　語データベL一一・ス」は加工度の高いジコーパス」であるともいえる。
2　HIAT転記法についてはEhlich＆Rehbein（1976）やEhlich（1993）を，　HIATにおけるイントネー
　ションの転記についてはEhlich＆Rehbein（1979），非言語行動の転記についてはEhlich＆Rehbein
　（1981）を参照。
3　セグメントとは，談話中のターンより小さい音節，形態素，藷，句，発話など，分析の結果得
　られることのできる剰語単位のことをいうが，ここでは発話単位という意味のみで使っている。
4　タグ付けなどによる簡易分析の問題点についてはRehbein＆Mazeland（1991）を参照。タグセッ
　トなどコーパスの標準化動向については竹沢＆末松（1995）を参照。
5　発話は，単純にイントネーション・ユニットや文のような統語単位と一致するものではないた
　め，発話の区切りを判断するのは容易ではない場合もある。発話には，問投詞によるあいつちな
　ど，完成された発話内行為（illocutionary　act）も命題内容（propositiona1　content）も含まないもの
　もあり，その形態は多様である。また，発話と言語行動の関係も従来雷語行為論で考えられてき
　たように，一つの発話によって一つの言語行動が具現化されるという単純な関係ではなくて，一一
　つの発話によって幾つもの言語行動が具現化されたり，一つの言語行動が一連の発話によって具
　現化されるといったこともありうる。発話については，Rehbein（1994）を参照。
6　従って，筆者としてはできれば日本語の談話の場合，u一マ字だけではなくて，ほかにカナ漢
　字まじりの表記も採用したいところなのだが，今のところ，転記エディタ・一一一が2バイトコード対
　応になっていないので，残念ながらまだそうすることができない。
7　SyncWRITERには，現在アップル・マッキントッシュ対応の謙語版とドイツ語版のものがあ
　る。SyncWRITER開発の背景についてはGrieβhaber（1992）を参照。
8　HIATによる転記が行えるエディターとしてほかにミュンヘン大学で開発されたHIATDOSが
　ある。
9　計算機処理可能な談話資料を作成するとき，転記テクストにそのまま，SGMLやXMLなどの
　文章の理論構造を記述する言語でタグ付けをしていく方法もある。このような記述言語によるタ
　グ付けば単位を自由に設定できるという利点がある。
10一つのファイルですべてのデータを管理するより，幾つかのファイルに分けて関連付けしたほ
　うがデータの重複部分が少ないため，効率良くデータ入力ができ，デー一一タ容量が少なくて済む。
　また，談話と話者の関係など一対一，一一対多の関係でないものを無理なくモデル化できる。
11書聖行動パタン《時間の打ち合わせ》については，Rehbeln，K：ameyama＆Maleck（1994／1998）
　を参照。
12　図8の転記テクストはVerbmobilの転記法に準じて文字化されたデーータであるため，猛IAT転
　記法のものとは違った特殊記号が使われている（＜A＞は患継ぎ，〈P＞はポーズ，〈Z＞は引き伸ばし，＋／
　m：／＋は修正，＜！lhnn＞は発音が標準語でないものなど）。　Verbmobilの転記テクストは，もともとター
　ン単位での区切りしかしておらず，発話ごとのタグ付けができるように発話単位で切り直す必要
　があった。
13　Verbmobilはドイツ科学技術省の総合プuジェクトで，　E独語の自動通訳機の開発を目的とし
　たもの。
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